A Study on Zheng Zhan-yin (鄭詹尹) \u27s Lines in Bujzu (卜居) of Chu ci (楚辞) by 矢田  尚子
楚辞 「卜居」 における鄭?尹の台詞をめぐって












































































































































































































































































































(麟嘆､~駿馬也｡以愉賢智｡ ) ｣と注している.また､ ｢九章｣思美人の｢棋嬢に勤して
更に駕す(勧咲懐而更駕今) ｣という旬には､ ｢奉げて才徳を用い､俊賢に任ずるなり｡


















































































































































































































































































･7剣薫按: "逮''訓"及" ,如来搾,沓篤"定数有所不及M ,不詞甚臭.余謂"敬"音訓
"術M､ "技"或"追", 《鹿雅･滞言》:"敬,術也｡ " 《孟子》: "今夫爽之篤敷｡ "逮
岐《注》: "敬,技也｡ " "術M亦"道"0 《峯子春秋･雑下篇》:"言有文章,術有候理｡ "
謂"道有候理"也｡ 《説文》: "術,邑中道也"賓則輿"追"同義｡上掲《孟子》 "突之
篤敢" ,即"突之篤道"也《論語》 "天之歴散在爾貯',猶言"天之歴術在爾窮''也,
此"敬"字音同此《新》之"敬" 0 "敷有所不遠目者,言道､術､技亦有所不逮也｡ (何
剣薫遺著､呉賢哲整理『楚辞新鈷』巴萄書社　一九九四年)0
18これとほぼ同じ文章が『呂氏春秋』孝行覧｢必己｣にも記されている｡
19ここに挙げたもの以外で､楚辞｢漁父｣ ｢卜居｣に道家思想の影響が強いことを指摘し
ているのは､師為公｢歴史的回書壁- 《楚辞･卜居》掃析｣ (『鉄道師院学報』一九九八
年　第五期)､察靖泉｢《卜居》､ 《漁父》的作者考析｣ (『中国楚辞学』第十一輯　学苑出
版社　二〇〇九年)などである｡
20金開誠･董洪利･高路明著『屈原集校注』 (中華書局　一九九六年) o
16-
